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W43は l = 30◦ の銀河面に位置する巨大分子雲複合体で、3つの大質量星形成領域 W43 Main, G30.5, W43
Southで構成されている。太陽系からの距離は 5.5 kpc で、天の川銀河の Scutum Armの tangent 領域に位置す
ることが示唆されている。年齢 105-106年程度のOB型星が 20個以上含まれており、ミニスターバーストと呼ば
れる爆発的な星形成の現場である。これまで我々は、FUGINデータを用いて、150 pcにわたる巨大分子雲の空
間分布と 40-50 km s−1にわたる広い速度幅の存在を明らかにした (河野他 2018年春季年会)。今回、新たに局所
的にC18O 強度の強いW43 Main, G30.5, W43 South に対して、分子雲の詳細解析を行った。その結果、3領域
それぞれで速度幅 5-10 km s−1, 質量 105-106 M⊙, 速度差 10 km s−1の 2-4 つの速度の異なる分子雲が存在する
ことがわかった。さらに、巨大分子雲全体で 12CO, 13CO, C18O J =1–0 の積分強度、輝度温度のヒストグラム
を作成し、天の川銀河の他の大質量星形成領域 W51, M17との比較を行った。解析の結果、W43は 12COの積
分強度で 200-400 K km s−1のガスの存在量が多く、C18Oの輝度温度が最も高いことがわかった。これは、W43
はN(H2) ∼ 1022cm−2の低密度ガスが速度方向に広く分布し、N(H2) ∼ 1023cm−2の高密度ガスが局所的に存
在することを示唆している。本講演では、これまでの解析結果から高密度ガスと局所的なミニスターバーストの
起源として、渦状腕における巨大分子雲複合体内部での多数の分子雲の衝突・合体シナリオを提案し議論を行う。


